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所在地：福島県白川郡棚倉町大字大梅字久慈川国有林３１つ２林小班

樹種：スギ
面積：２．９９ha（除地含む）
更新年度：平成９年度
標高：３８０～４２０ｍ
地形：斜面中腹
傾斜：平均２９度
斜面方位：西
土壌：適潤性褐色森林土
地質：古生層
地位級：１２

★試験区：１０×２０ｍ＝０．０２ha
■ ６００本／ha
■ ８００本／ha
■１，２００本／ha

□対照区：３０×３０ｍ＝０．０９ha
３，０００本／ha

0.65ha
0.68ha

0.70ha

0.17ha
0.21ha 0.23ha

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
造
成
さ
れ

た
人
工
林
が
主
伐
期
を
迎
え
る
中
で
、
主

伐
再
造
林
が
進
ま
な
い
の
は
、
主
伐
収
入

が
再
造
林
・
保
育
経
費
を
下
回
る
こ
と
が
、

原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
工
林
造
成
経
費
の
う
ち
、
最
初
の
10

年
間
に
行
う
地
拵
、
植
付
、
下
刈
に
か
か

る
経
費
は
、
全
体
の
約
７
割
を
占
め
る
こ

と
か
ら
、
伐
っ
て
植
え
る
と
い
う
森
林
の

循
環
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、
再
造
林

及
び
初
期
保
育
の
コ
ス
ト
削
減
が
、
民
有

林
、
国
有
林
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、

①
伐
採
と
地
拵
・
植
付
を
一
連
の
流
れ
の

中
で
行
い
、
林
業
機
械
を
地
拵
や
苗
木
運

搬
に
活
用
す
る
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
②
下
刈
を
従
来
の
よ
う
に
一
定
期
間
、

画
一
的
に
行
う
の
で
は
な
く
、
雑
草
木
が

造
林
木
の
頂
梢
部
を
被
圧
し
な
い
状
況
下

で
は
下
刈
を
省
略
す
る
、
③
植
栽
密
度
を

従
来
の
２
４
０
０
～
３
０
０
０
本
／
ha
か

ら
２
０
０
０
本
／
ha
を
標
準
と
す
る
等
の

低
コ
ス
ト
造
林
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
６
月
14
・
15

日
の
両
日
、
棚
倉
森
林
管
理
署
管
内
の
ス

ギ
低
密
度
植
栽
試
験
地
（
図
ー
１
）
に
お

い
て
、
植
栽
密
度
の
違
い
に
よ
る
人
工
林

造
成
の
効
果
や
課
題
を
共
有
す
る
た
め
の

現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
地
検
討
会
に
は
、
各
地
域
の
国
有
林

の
現
場
を
担
う
森
林
官
等
68
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
１
日
目
は
、
ス
ギ
低
密
度
植
栽

に
関
す
る
他
地
域
の
先
行
事
例
を
紹
介
し
、

低
密
度
植
栽
に
関
す
る
一
般
的
な
考
え
方

を
共
有
す
る
中
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
２
日
目
は
、
ス
ギ
低
密
度
植
栽
試
験

地
の
現
地
に
て
、
１
～
５
年
生
ま
で
行
わ

れ
た
成
長
量
の
調
査
結
果
や
当
時
の
写
真
、

20
年
経
過
し
た
現
在
の
調
査
結
果
や
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
た
写
真
等
を
参
考
に
林
分
を

観
察
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

試
験
地
は
、
20
年
前
に
、
伐
期
45
年
生
、

収
穫
す
る
最
終
本
数
を
６
０
０
本
と
想
定

し
、
以
下
の
考
え
方
で
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

６
０
０
本
／
ha
植
栽
区

→

間
伐
を
一
度
も
実
施
し
な
い
。

８
０
０
本
／
ha
植
栽
区

→

間
伐
を
一
回
実
施
す
る
。

１
２
０
０
本
／
ha
植
栽
区

→

間
伐
を
二
回
実
施
す
る
。

20
年
経
過
し
た
林
況
は
、
６
０
０
本
区
、

８
０
０
本
区
で
は
、
ス
ギ
同
士
が
競
合
す

る
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
１
本
１

本
に
枝
葉
が
多
く
着
い
て
い
ま
し
た
。
１

２
０
０
本
区
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
間
伐
を

行
わ
な
く
て
良
い
林
況
と
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
３
０
０
０
本
区
は
ス
ギ
同
士
が

混
み
過
ぎ
間
伐
が
必
要
な
林
況
に
な
っ
て

お
り
、
植
栽
本
数
を
減
ら
す
こ
と
で
、
間

伐
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

試
験
地
内
の
傾
向
と
し
て
は
、
植
栽
密

度
が
低
く
な
る
と
、
肥
大
成
長
が
促
進
さ

れ
、
単
木
材
積
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。
一

方
、
林
分
材
積
は
、
６
０
０
本
／
ha
で
あ

る
と
３
０
０
０
本
／
ha
と
比
較
し
て
大
き

な
差
が
見
ら
れ
る
が
、
８
０
０
本
／
ha
、

１
２
０
０
本
／
ha
と
差
が
小
さ
く
な
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
０
０
本
／
ha

程
度
で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
同
様
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す(

表
ー
１
、
写
真
１
～
４
、

グ
ラ
フ
）
。

植
栽
密
度
試
験
地
で
、
20
年
以
上
を
経

過
し
た
林
分
は
、
全
国
で
も
少
な
く
、
こ

う
し
た
林
分
の
実
例
を
現
地
で
確
認
す
る

こ
と
は
、
植
栽
密
度
の
違
い
が
将
来
に
与
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20
年
経
過
し
た
ス
ギ
低
密
度
試
験
地
に
お
け
る

現
地
検
討
会
の
実
施

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課

図－１ 試験地の概要

写真－１

６００本／ha の森林

写真－２

８００本／ha の森林



え
る
影
響
を
知
る
う
え
で
、
有
意
義
な
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
当
該
試
験

地
は
、
地
位
の
高
い
林
分
で
あ
っ
た
こ
と

（
地
位
級
12
）
、
保
育
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
地
位
等
の
立
地
環

境
に
応
じ
た
植
栽
密
度
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
事
例
と
し
て
低

密
度
植
栽
の
効
果
や
課
題
を
示
す
こ
と
が

出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
林
業
の
採
算
性
向

上
を
目
指
す
上
で
、
造
林
コ
ス
ト
の
低
減

は
絶
対
に
必
要
だ
と
感
じ
た
。
」
「
低
密

度
植
栽
を
技
術
的
に
議
論
で
き
て
良
か
っ

た
。
」
「
地
域
毎
に
製
品
と
し
て
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
植
栽
密
度
を
考
え
た
い
。
」

「
多
雪
地
帯
、
地
位
の
低
い
林
分
で
の
植

栽
密
度
を
検
証
し
た
い
。
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
低
密
度
植
栽
を
技
術
的
に
検

証
す
る
こ
と
を
目
的
に
現
地
検
討
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
視
察
の
受
け
入
れ

等
、
民
有
林
関
係
者
の
方
々
に
も
当
該
試

験
地
を
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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今
月
の
表
紙

「
谷
川
連
峰
（
一
ノ
倉
沢
）
」

上
越
国
境
に
並
ぶ
谷
川
岳
周
辺
の
山
々
は

谷
川
連
峰
と
呼
ば
れ
ま
す
。
中
心
と
な
る
谷

川
岳
は
、
急
峻
な
岩
場
か
ら
天
神
平
な
ど
平

坦
な
地
区
ま
で
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
楽

し
め
る
こ
と
か
ら
、
初
級
者
か
ら
上
級
者
ま

で
年
間
４
万
人
以
上
の
登
山
者
が
訪
れ
ま
す
。

中
で
も
一
ノ
倉
沢
は
日
本
三
大
岩
場
の
一
つ

で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
聖
地
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
雄
大
な
大
岸
壁
の
眺

め
は
四
季
を
通
じ
て
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま

す
。利

根
沼
田
森
林
管
理
署
は
、
谷
川
連
峰
山

頂
を
含
む
延
長
36
km
の
国
有
林
を
み
ど
り
の

回
廊
に
設
定
す
る
な
ど
、
連
峰
全
体
の
自
然

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
く
国
民

の
皆
様
が
、
雄
大
な
自
然
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
天
神
平
ま
で
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
、
ス
キ
ー
場
、
山
小
屋
、
登
山
道
の
整
備
・

維
持
等
を
地
元
と
共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。

（
写
真
提
供
：
み
な
か
み
町
）

写真－４

３０００本／haの森林

表－１毎木調査結果の概要

写真－３

１２００本／haの森林

グラフ 断面積と直径成長の関係



「
尾
瀬
」
は
、
福
島
、
群
馬
、
新
潟
の

各
県
に
ま
た
が
り
、
本
州
最
大
の
高
層
湿

原
で
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
や
、
燧
ヶ
岳
（
ひ
う

ち
が
た
け
）
の
噴
火
に
よ
っ
て
只
見
川
の

源
流
部
が
堰
き
止
め
ら
れ
て
出
来
た
尾
瀬

沼
、
こ
れ
ら
を
取
り
囲
む
燧
ヶ
岳
、
至
仏

山
、
景
鶴
山
な
ど
多
く
の
山
々
が
織
り
な

す
美
し
い
風
景
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、
尾
瀬
国
立
公
園
が
日
光
国
立
公
園

か
ら
独
立
し
て
誕
生
し
10
年
を
迎
え
ま
し

た
。「

大
江
湿
原
」
は
、
福
島
県
南
会
津
郡

檜
枝
岐
村
の
沼
山
峠
か
ら
尾
瀬
沼
に
至
る

ル
ー
ト
上
に
あ
り
ま
す
。
全
長
約
1.5
km
、

幅
約
２
５
０
ｍ
で
、
尾
瀬
沼
周
辺
で
最
も

大
き
な
湿
原
で
す
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の

大
群
落
が
あ
り
、
７
月
中
頃
か
ら
一
斉
に

咲
き
誇
る
黄
色
い
花
の
光
景
は
、
多
く
の

観
光
客
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
各
地
で
そ
の
深

刻
な
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
目
撃
情
報
が
尾
瀬
周
辺
で
も
増
え
て

お
り
、
植
生
へ
の
被
害
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

大
江
湿
原
に
お
い
て
も
、
貴
重
な
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
食
害
が
見
ら
れ
、
尾
瀬
を

代
表
す
る
貴
重
な
景
観
が
損
な
わ
れ
て
き

た
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
湿
原
に
隣
接

す
る
国
有
林
内
に
、
シ
カ
柵
の
設
置
を
本

格
的
に
開
始
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被

害
拡
大
を
防
ぐ
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
に
よ
り
、
シ
カ
の
目
撃
頭
数
は

７
年
前
の
８
月
の
20
頭
か
ら
昨
年
８
月
の

２
頭
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
侵
入
防
止
効
果
を
高
め
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
に
設
置
済
み
の
シ
カ
柵

（
約
3.5
km
）
を
更
に
約
１
０
０
ｍ
延
長
す

る
こ
と
と
し
、
７
月
７
日
（
金
）
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
含
め
た
地
元
有
志
に
よ
り
柵

の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
生
物
多
様

性
の
保
全
再
生
等
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

「
南
会
津
尾
瀬
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
協
議
会
」

の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
や
地
元
の
檜
枝
岐
村
、
尾
瀬
保
護
財
団

な
ど
の
協
議
会
構
成
員
の
ほ
か
、
環
境
省

や
県
の
関
係
者
、
現
地
の
国
有
林
を
管
理

す
る
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
の
職

員
、
南
会
津
町
議
会
や
昭
和
村
の
方
な
ど

40
名
以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。

始
め
に
シ
カ
柵
の
設
置
経
験
を
持
つ
有

志
か
ら
、
設
置
方
法
や
注
意
点
に
つ
い
て

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
あ
と
、
参
加
者
全

員
で
シ
カ
柵
の
設
置
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
シ
カ
柵
の
設
置
後
に
見
頃

を
迎
え
た
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
開
花
状
況

は
、
「
昨
年
度
に
比
べ
て
開
花
し
た
数
も

増
え
た
」
と
の
嬉
し
い
知
ら
せ
が
届
き
、

訪
れ
た
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
大

江
湿
原
の
植
生
を
保
護
し
た
い
方
々
と
、

他
地
域
で
シ
カ
被
害
に
悩
ん
で
い
る
方
々

が
集
ま
り
、
今
後
の
尾
瀬
の
自
然
を
守
っ

て
い
く
た
め
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
大
江
湿
原
の
豊
か
な
自
然
の

保
護
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
ま
す
。

平成２９年９月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１５９号（４）

「
尾
瀬
・
大
江
湿
原
に
お
け
る
植
生
保
護
の
取
組
み
」
に
つ
い
て

計
画
保
全
部

保
全
課

ボランティア活動に

参加された皆さん

シカ柵の設置

大江湿原のニッコウキスゲ

大江湿原



当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て

取
り
組
む
４
課
題
を
４
大
試
験
地
と
し
て

位
置
付
け
、
４
年
サ
イ
ク
ル
を
基
本
に
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は

筑
波
山
複
層
林
試
験
地
を
調
査
し
ま
す
。

筑
波
山
複
層
林
試
験
地
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
前
身
で
あ
る
笠
間
営
林
署
時
代
の
１
９

７
７
年
に
、
当
時
の
環
境
意
識
の
高
ま
り

を
受
け
、
景
観
に
配
慮
し
た
「
立
地
条
件

に
応
じ
た
風
致
施
業
」
と
い
う
技
術
開
発

課
題
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
試
験
地
の
概
要

試
験
地
は
筑
波
山
中
腹
の
北
東
向
き
斜

面
の
標
高
３
５
０
～
５
５
０
m
に
、
上
層

木
の
保
残
形
態
や
植
栽
本
数
に
よ
り
、
８

タ
イ
プ
20
区
画
、
約
36
ha
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
１
～
３
）
。
上
層
木
・
下
層

木
と
も
ヒ
ノ
キ
（
一
部
上
木
に
サ
ワ
ラ
・

ス
ギ
）
で
、
上
層
木
は
１
１
６
年
生
、
下

層
木
は
14
～
34
年
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
各
複
層
林
試
験
区
の
概
要

上
層
木
の
保
残
形
態
は
、
点
状
・
列
状
・

群
状
・
帯
状
・
魚
骨
型
に
大
き
く
分
け
ら

れ
、
そ
の
本
数
を
１
０
０
～
５
０
０
本
／

ha
と
密
度
を
変
え
て
試
験
区
を
造
成
し
ま

し
た
。
一
部
で
は
、
林
内
の
光
環
境

を
調
整
す
る
た
め
上
層
木
の
受
光
伐
を
行

い
ま
し
た
。
下
層
木
は
２
５
０
０
本
／
ha

の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
が
、
植
栽
本
数
調

整
区
で
は
１
０
０
０
～
２
０
０
０
本
／
ha

で
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

各
試
験
区
内
に
は
調
査
プ
ロ
ッ
ト
を
設

け
、
上
層
木
及
び
下
層
木
の
成
長
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

③
長
期
育
成
循
環
施
業
試
験
地
（
モ
ザ
イ

ク
林
）

長
期
育
成
循
環
施
業
は
高
齢
級
の
常
時

複
層
林
を
造
成
す
る
こ
と
で
、
公
益
的
機

能
の
確
保
や
森
林
資
源
の
循
環
を
図
ろ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
筑
波
山
複
層
林
試
験

地
で
は
、
い
ず
れ
の
試
験
区
も
上
下
二
段

林
（
魚
骨
型
は
４
段
林
を
計
画
）
で
始
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
２
０
０
２
年
よ
り
帯
状

保
残
区
を
１
６
０
年
伐
期
の
長
期
育
成
循

環
施
業
試
験
地
へ
誘
導
す
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
（
図
１
）
。

当
初
計
画
で
は
、
下
層
木
が
40
年
生
と

な
っ
た
段
階
で
上
層
木
を
す
べ
て
伐
採
す

る
こ
と
と
し
て
い
た
も
の
を
、
上
層
木
・

下
層
木
の
帯
を
65
区
画
に
細
分
割
し
、
ラ

ン
ダ
ム
に
20
年
毎
に
７
～
９
区
画
ず
つ
伐

採
・
更
新
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
１
６
０

年
生
か
ら
20
年
生
ま
で
、
８
段
か
ら
な
る

モ
ザ
イ
ク
状
の
複
層
林
を
目
指
す
も
の
で
、

現
在
は
３
段
林
と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
）
。

ま
た
、
当
試
験
地
に
は
区
域
を
循
環
さ

せ
、
中
間
地
点
に
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

設
け
た
、
継
続
的
に
使
用
す
る
低
コ
ス
ト

作
業
道
約
１
０
０
０
m
を
作
設
し
ま
し
た
。

従
来
の
上
下
２
段
林
の
複
層
林
で
は
、
伐

採
・
搬
出
時
の
下
層
木
へ
の
影
響
が
課
題

で
し
た
が
、
こ
の
水
平
方
向
に
複
数
の
林

相
が
連
な
る
、
い
わ
ば
複
相
林
は
、
高
密

度
の
作
業
道
と
併
せ
る
こ
と
で
伐
採
・
搬

出
時
の
影
響
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

今
後
に
つ
い
て

試
験
地
設
定
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
風

致
に
つ
い
て
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
公
益
的
機
能
並
び
に
生
物
多

様
性
の
確
保
と
森
林
資
源
循
環
の
両
立
を

図
る
上
で
、
従
来
の
上
下
２
段
型
の
複
層

林
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、
長
期
育
成
循

環
施
業
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
証
し
て
い

く
た
め
、
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

今
回
ご
紹
介
し
た
試
験
地
に
つ
い
て
の
情

報
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
視
察
・
研
修
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（５）平成２９年９月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１５９号
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[図２]
[図１]筑波山複層林試験地全体図長期

育成循環施業試験地含む

[図３]

モザイク林

（空撮）



私
が
勤
務
す
る
棚
倉
森
林
管
理
署
鮫
川

森
林
事
務
所
は
、
福
島
県
の
南
部
に
位
置

す
る
東
白
川
郡
の
鮫
川
村
に
あ
り
ま
す
。

鮫
川
村
は
、
人
口
約
３
，
８
０
０
人
、

村
全
体
の
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
で
比

較
的
な
だ
ら
か
な
阿
武
隈
山
地
の
南
部
に

位
置
し
て
お
り
、
昔
な
が
ら
の
自
然
の
渓

流
や
四
季
折
々
の
自
然
景
観
が
と
て
も
き

れ
い
な
村
で
す
。

「
江
竜
田
の
滝
」
や
「
鹿
角
平
観
光
牧

場
」
な
ど
の
観
光
名
所
も
あ
り
ま
す
。
鹿

角
平
観
光
牧
場
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
め
る
「
う
ま
い
も
の
祭
り
」
が
毎
年
秋

に
開
催
さ
れ
、
幻
想
的
な
星
空
を
眺
め
ら

れ
る
天
文
台
な
ど
自
然
の
雄
大
さ
を
感
じ

さ
せ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

村
の
主
な
産
業
は
農
林
業
で
、
酪
農
や

畜
産
の
ほ
か
、
ト
マ
ト
や
イ
ン
ゲ
ン
等
の

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鮫
川

村
に
は
、
い
わ
き
市
で
太
平
洋
に
注
ぐ
鮫

川
の
源
流
が
あ
る
ほ
か
、
阿
武
隈
川
や
久

慈
川
支
流
の
源
流
域
で
も
あ
り
ま
す
。

鮫
川
森
林
事
務
所
は
、
約
３
，
８
０
０

ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
肥
沃

な
土
壌
や
気
候
に
恵
ま
れ
て
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
生
産
力
も
高
く
、
諸
先
輩
方
に
育
て

ら
れ
、
主
伐
期
を
迎
え
て
い
る
山
も
約
１

３
０
ha
あ
り
ま
す
。
棚
倉
森
林
管
理
署
管

内
に
お
け
る
今
年
度
の
木
材
生
産
予
定
量

は
、
約
５
２
，
０
０
０
㎥
（
う
ち
、
鮫
川

村
約
１
２
，
３
０
０
㎥
）
で
、
地
域
の
木

材
関
係
事
業
者
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
つ

つ
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
８

月
に
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
の
Ｄ
材

（
タ
ン
コ
ロ
）
の
搬
出
作
業
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
の
現
地
検
討
会
が
鮫
川
森
林
事
務

所
管
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
県
に

所
在
す
る
「
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材
流
通

協
同
組
合
」
が
、
当
署
の
立
木
を
購
入
し
、

未
利
用
材
（
タ
ン
コ
ロ
）
の
搬
出
を
行
っ

て
い
る
真
名
畑
林
業
（
有
）
に
申
し
入
れ

が
あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
タ
ン
コ
ロ

の
搬
出
シ
ス
テ
ム
や
課
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
未
利
用
材
を

効
率
的
に
搬
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材

が
有
効
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
山
に
残

材
が
少
な
く
な
り
、
よ
り
効
率
よ
く
地
拵
・

植
付
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
伐
再
造
林
も
見
込
ま
れ
る
な
か
、
収

穫
調
査
や
造
林
事
業
の
現
地
踏
査
や
監
督

な
ど
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
国
有
林
の
中
に
民
有
林
が

多
数
点
在
し
て
お
り
、
今
後
、
国
有
林
と

民
有
林
と
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
元
の
皆

様
方
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
国
有
林

野
の
役
割
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、
鮫
川

村
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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